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コ
ロ
ナ
戦
争
に
想
う

濱

　

崎

　

秀

　

昭

昨
年
末
シ
ナ
の
古
都
・
湖
北
省
武
漢
市
で
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　
（
武
漢
鮪
炎
）
　
と
の
闘

い
は
　
「
世
界
戦
争
」
　
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
欧

米
の
首
脳
は
　
「
見
え
な
い
敵
と
の
戦
争
」
と
宣
言
し

た。
思
う
に
日
本
も
戦
後
史
の
中
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
厳
し
い
国
難
に
遭
遇
し
、
こ
の
数
ヶ
月
間
英
知

を
結
集
し
て
立
ち
向
か
い
、
日
本
人
と
日
本
と
い
う

国
家
は
大
い
に
鍛
え
ら
れ
た
。

シ
ナ
政
府
は
発
生
当
初
悪
質
な
情
報
隠
蔽
を
す
る

な
ど
対
応
を
誤
っ
た
た
め
シ
ナ
全
土
の
み
な
ら
ず
全

世
界
に
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
、
大
惨
禍
を
引
き
起

こ
し
た
。
（
世
界
最
大
の
被
害
国
米
国
は
6
月
初
旬
で
感

染
者
約
2
0
0
万
、
死
者
1
1
万
人
余
）
　
に
も
か
か
わ
ら

ず
他
国
に
責
任
を
な
す
り
つ
け
、
シ
ナ
の
み
が
正
し

い
と
い
う
国
際
世
論
を
造
ろ
う
と
し
て
い
る
。
新
華

社
通
信
は
　
「
米
国
は
シ
ナ
に
謝
罪
し
、
世
界
は
シ
ナ

に
感
謝
す
べ
き
だ
と
い
う
権
利
が
あ
る
」
と
社
説
に

記
し
た
。
歴
史
の
捏
造
は
彼
ら
の
得
意
技
だ
。
「
南

京
大
虐
殺
」
も
「
慰
安
婦
性
奴
隷
」
も
シ
ナ
に
捏
造

さ
れ
て
き
た
。
着
々
と
世
界
制
覇
を
め
ざ
す
シ
ナ
の

野
心
に
恐
怖
を
痛
感
す
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題

は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

復
刊
第
十
九
号
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

さ
て
、
今
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
一
つ
は

な
ぜ
日
本
人
の
死
者
が
極
端
に
少
な
い
の
か
と
い
う

事
で
あ
る
。
6
月
初
旬
現
在
で
世
界
の
感
染
者
が
約

7
0
0
万
、
死
者
は
約
4
0
万
人
。
日
本
は
感
染
者
が

約
1
万
1
0
0
0
。
死
者
は
5
％
余
の
9
2
3
人
。

人
口
1
0
0
万
人
当
た
り
に
す
る
と
、
日
本
人
は
7

人
。
欧
米
5
0
～
1
0
0
分
の
1
の
レ
ベ
ル
。
更
に
驚

く
こ
と
は
感
染
者
の
8
8
％
の
人
が
入
院
療
養
し
て
回

復
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
平
成
2
1
年
、
世
界

的
に
大
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
日
本

は
死
者
2
0
3
人
、
死
亡
率
0
・
1
6
％
（
米
3
・
9
、

英
0
・
7
、
独
0
“
3
）
と
最
低
に
抑
え
て
い
た
。

日
本
が
奇
跡
的
と
思
え
る
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
決
め
手
を
欠
く

が
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

①
医
療
費
シ
ス
テ
ム
　
（
国
民
皆
保
険
制
度
）
　
と
医

療
従
事
者
の
献
身

②
手
洗
や
マ
ス
ク
着
用
の
習
慣

③
キ
ス
や
握
手
の
機
会
が
少
な
い

④
家
に
靴
を
脱
い
で
上
が
る

⑤
外
出
自
粛
要
請
に
従
う
真
面
目
さ

⑥
B
C
G
接
種
の
効
果

⑦
肥
満
率
の
低
さ

⑧
白
血
球
の
遺
伝
情
報
の
違
い

⑨
過
去
に
似
た
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
抗
体
が
で
き

て
い
る

⑩
医
療
の
質
の
高
さ

⑪
都
市
の
清
潔
度
（
幕
末
に
来
日
し
た
考
古
学
者
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
は
　
「
日
本
が
世
界
一
清
潔
な
国
民
で

あ
る
こ
と
は
異
論
の
余
地
が
な
い
」
　
と
記
し
た
）

⑫
保
健
衛
生
観
念
の
高
さ

⑬
公
徳
心
　
（
規
範
意
識
）
　
の
高
さ

⑭
他
人
を
思
い
や
る
文
化

⑮
人
種
の
違
い
　
（
黒
人
の
死
者
の
比
率
は
高
く
、
東

ア
ジ
ア
人
の
死
者
の
比
率
は
低
い
）

⑯
要
約
す
れ
ば
、
日
本
人
の
総
合
力
と
し
て
の
民

度
（
国
民
の
文
化
や
生
活
程
度
）
　
と
品
格
の
高
さ

か。
安
倍
総
理
は
5
月
2
5
日
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
の

記
者
会
見
で
　
「
3
月
以
降
欧
米
で
は
爆
発
的
な
感
染

拡
大
が
発
生
し
た
。
世
界
で
は
今
な
お
日
々
1
0
万
人

を
超
え
る
新
規
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
2
ケ
月
以

上
に
わ
た
り
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
　
（
都
市
封
鎖
）
　
な
ど
強

制
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
だ
が
日
本

は
罰
則
を
伴
う
強
制
措
置
は
と
ら
ず
緊
急
事
態
宣
言

と
い
う
日
本
独
自
の
や
り
方
で
わ
ず
か
1
ケ
月
半
で

大
流
行
を
ほ
ぼ
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ

に
日
本
モ
デ
ル
の
力
を
示
し
た
」
　
と
語
り
、
国
民
特

に
医
療
関
係
者
に
感
謝
の
念
を
表
明
し
た
。
そ
し
て

主
要
先
進
国
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
死
亡
者
数
を

圧
倒
的
に
少
な
く
押
さ
え
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
世
界
の
期
待
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
で
は
日
本
は
初
期
対
応
が
拙

く
2
月
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
隔
離
停
泊
以
来
海
外
か
ら

の
批
判
に
晒
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
日
本
の
死
亡
率



令和2年8月15日育教の京東

が
突
出
し
て
低
い
こ
と
か
ら
日
本
の
対
応
に
懐
疑
的

だ
っ
た
米
外
交
誌
は
　
「
奇
妙
な
成
功
」
　
と
評
し
た
。

香
港
メ
デ
ィ
ア
は
日
本
人
の
規
範
意
識
の
高
さ
が
導

い
た
結
果
と
分
析
。
『
ア
ジ
ア
タ
イ
ム
ズ
』
は
　
「
日

本
は
世
界
屈
指
の
高
齢
者
人
口
を
抱
え
な
が
ら
死
亡

率
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
」
　
（
日
本

は
感
染
者
死
者
と
も
に
世
界
全
体
の
0
・
2
％
、
米
国
は

と
も
に
2
8
％
）
　
と
報
じ
、
「
世
界
で
も
最
も
リ
ス
ク
の

高
い
人
口
を
抱
え
、
高
度
な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
持
つ

日
本
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
最
も
致
命
的
な
症
状
の
一
つ

で
あ
る
肺
炎
の
治
療
法
を
開
拓
し
て
き
た
」
　
と
分
析

した。安
倍
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
し
て
は
国
内
の
メ

デ
ィ
ア
や
論
客
か
ら
も
非
難
に
晒
さ
れ
た
。
特
に
保

守
派
の
一
部
か
ら
も
　
「
国
民
の
生
命
を
犠
牲
に
し

て
シ
ナ
に
何
度
し
た
の
で
は
な
い
か
」
　
と
批
判
さ
れ

た。

だ
が
、
総
理
の
決
断
が
感
染
爆
発
を
止
め
、
国
民

の
生
命
を
守
る
う
え
で
医
学
的
に
現
実
に
な
し
得
る

最
善
の
選
択
で
、
世
界
の
模
範
と
す
る
に
足
る
最
も

適
切
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
な
い
か
。

安
倍
総
理
は
平
常
心
を
失
う
こ
と
な
く
、
病
に
倒

れ
る
こ
と
も
な
く
、
内
閣
を
完
全
に
掌
握
し
て
組
織

を
巧
み
に
回
転
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
今
、
日

本
は
こ
の
国
難
に
安
倍
総
理
を
戴
い
て
い
る
こ
と
は

ま
さ
に
天
の
配
剤
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

賢
明
な
日
本
国
民
の
一
丸
と
な
っ
た
努
力
と
忍
耐

で
必
ず
や
こ
の
国
難
は
克
服
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
令
和
2
年
6
月
1
2
日
）

（
神
奈
川
県
教
師
会
）

多
摩
の
戦
歴
碑
　
（
一
）

藤

　

井

　

雅

　

和

多
摩
霊
園
は
大
正
十
二
年
四
月
東
京
市
に
よ
っ
て

開
設
さ
れ
た
。
現
在
の
府
中
市
と
小
金
井
市
に
ま

た
が
り
、
面
積
は
三
十
九
万
坪
、
青
山
霊
園
の
五
倍

弱
の
広
さ
で
あ
る
。
当
初
は
多
磨
墓
地
と
言
は
れ
た

が
、
昭
和
十
年
に
現
名
に
改
称
さ
れ
た
。

埋
葬
者
数
は
四
十
万
体
以
上
と
言
は
れ
る
。
現
在

の
使
用
者
数
か
ら
見
て
、
墓
石
は
十
万
基
以
上
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

霊
園
内
の
正
門
奥
に
名
誉
霊
域
と
呼
ば
れ
る
一
角

が
あ
る
。
今
こ
こ
に
は
三
人
の
提
督
が
祀
ら
れ
て

ゐ
る
。
い
づ
れ
も
海
軍
元
帥
で
連
合
艦
隊
司
令
長
官

の
、
東
郷
平
八
郎
大
将
、
山
本
五
十
六
大
将
、
古
賀

峯
一
大
将
で
あ
る
。

多
磨
霊
園
内
に
は
こ
の
他
、
著
名
な
人
物
の
墓
所

も
多
く
、
特
に
帝
国
海
陸
軍
の
軍
人
が
多
数
葬
ら
れ

て
ゐ
る
。

こ
の
三
元
帥
の
墓
所
か
ら
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
、

囲
生
家
之
墓
が
あ
る
。
裏
面
に
は
　
「
昭
和
十
八
年

二
月
　
園
生
行
孝
建
之
」
　
と
あ
り
、
左
右
の
面
に
は

墓
誌
が
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
園
生
行
孝
と
い
ふ
人

物
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
以
下
、
敬
称
は
省
略

する。圃
生
行
孝
は
明
治
十
八
年
生
、
鹿
児
島
県
出
身
。

明
治
四
十
二
年
十
一
月
海
軍
兵
学
校
三
十
七
期
と
し

て
卒
業
し
た
百
七
十
九
名
の
内
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

園
生
と
同
期
に
は
、
後
に
大
将
に
な
っ
た
井
上
成
美

が
を
り
、
中
将
に
も
岩
下
保
太
郎
、
革
鹿
任
一
、
小

松
輝
久
（
北
白
川
宮
輝
久
王
）
、
大
川
内
儀
七
、
小
澤

治
三
郎
等
、
後
の
戦
史
に
も
登
場
す
る
錘
々
た
る
人

物
が
ゐ
る
。
ま
た
、
井
上
大
将
の
ほ
か
、
同
期
の
後

藤
英
次
中
将
、
北
川
茂
春
少
将
等
も
こ
の
多
磨
霊
園

に
埋
葬
さ
れ
て
ゐ
る
。

通
常
、
海
軍
兵
学
校
の
卒
業
生
は
少
尉
候
補
生
と

し
て
直
ち
に
練
習
航
海
に
入
り
、
長
期
の
乗
艦
実
習

の
上
帰
国
す
る
と
全
員
揃
っ
て
少
尉
に
任
官
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
海
兵
三
十
七
期
の
場
合
、
こ
こ
で
あ
る

事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
期
の
練
習
艦
隊
は
巡
洋
艦

「
宗
谷
」
　
（
艦
長
鈴
木
貫
太
郎
）
　
と
同
　
「
阿
蘇
」
　
（
艦
長

佐
藤
鍼
太
郎
）
　
に
乗
り
組
み
ハ
ワ
イ
と
北
米
大
陸
に

遠
征
し
て
ゐ
る
。
こ
の
乗
艦
中
成
績
優
秀
者
と
下
位

者
（
い
は
ゆ
る
「
ベ
ッ
キ
組
」
）
　
と
に
分
け
る
と
い
ふ

こ
と
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
十
七

期
の
場
合
は
異
例
な
こ
と
に
、
少
尉
任
官
が
明
治
四

十
三
年
十
二
月
一
日
の
者
と
二
箇
月
遅
れ
の
明
治
四

十
四
年
二
月
十
日
の
者
と
分
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

園
生
は
海
兵
の
卒
業
席
次
が
中
位
で
あ
っ
た
た
め

か
、
あ
る
い
は
卒
業
時
の
年
齢
が
他
の
者
よ
り
も

高
か
つ
た
た
め
か
、
後
期
の
少
尉
任
官
と
な
っ
て
ゐ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
先
も
こ
の
差
が
影
響
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
海
兵
三
十
七
期

は
そ
の
後
三
十
名
以
上
が
海
軍
大
学
校
に
進
み
、
五

十
名
近
く
が
将
官
に
な
っ
て
ゐ
る
。
尚
こ
の
航
海
時

の
少
尉
候
補
生
の
指
導
官
は
山
本
五
十
六
で
あ
り
、

ま
た
指
導
官
附
に
古
賀
峯
一
が
ゐ
た
。

園
生
は
大
正
五
年
に
大
尉
と
な
り
、
通
報
艦
「
満
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洲
」
分
隊
長
、
同
航
海
長
、
そ
の
後
防
護
巡
洋
艦
「
封

馬
」
航
海
長
、
水
上
機
母
艦
「
能
登
呂
」
航
海
長
、

大
正
十
年
に
は
砕
氷
艦
「
大
泊
」
艦
長
心
得
に
上
っ

て
ゐ
る
。
同
年
少
佐
に
任
官
、
戦
艦
「
香
取
」
航
海

長
、
さ
う
し
て
軍
令
部
出
仕
の
水
路
部
部
員
に
転
ず

る
。
そ
の
後
中
佐
と
な
り
、
こ
の
間
に
『
海
国
の
話
』

と
い
ふ
書
を
古
今
書
院
か
ら
出
版
し
て
ゐ
る
。

昭
和
六
年
重
巡
洋
艦
「
古
鷹
」
　
副
長
、
昭
和
八
年

給
油
艦
「
洲
埼
」
艦
長
と
な
っ
た
。
更
に
昭
和
九
年

二
月
測
量
艦
「
大
和
」
艦
長
に
就
任
、
同
年
十
一
月

同
艦
除
籍
に
よ
り
艦
を
下
り
、
同
日
付
で
大
佐
と
な

っ
た
。
以
後
待
命
、
予
備
役
と
な
っ
た
も
の
と
思
は

れ
る
が
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
後
の
昭
和
十
六
年
十
二

月
充
員
召
集
に
よ
っ
て
特
設
運
送
船
（
雑
役
船
）
　
「
御

嶽
山
丸
」
監
督
官
に
任
じ
て
再
び
船
に
乗
り
、
翌
十

七
年
十
一
月
監
督
官
交
代
に
よ
っ
て
軍
籍
を
退
役
し

た
模
様
で
あ
る
。
尚
海
軍
で
は
「
だ
い
ゐ
」
　
「
だ
い

さ
」
　
と
呼
称
し
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
死
去
。
行
年
六
十
歳

で
あ
っ
た
。
死
去
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

園
生
行
孝
が
最
後
に
艦
長
を
務
め
た
　
「
大
和
」
　
は

初
代
で
、
そ
の
初
代
艦
長
は
中
佐
大
佐
時
代
の
東
郷

平
八
郎
で
あ
る
。
二
代
目
が
戦
艦
「
大
和
」
で
あ
る
。

「
大
和
」
は
機
帆
船
で
測
量
艦
と
し
て
活
動
し
た
。

同
艦
が
日
本
海
で
精
密
調
査
し
た
結
果
、
発
見
さ
れ

た
海
底
山
脈
が
同
艦
に
因
ん
で
大
和
堆
と
名
付
け
ら

れ
た
の
は
、
圃
生
の
水
路
部
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
圃
生
に
は
何
人
か
の
子
息
が
ゐ
た
が
、
そ

の
消
息
も
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
続
く
）

（会員）

戦
前
の
中
学
国
語
の
教
科
書
を
読
む
（
十
二
）

〔
次
の
文
章
は
、
三
矢
重
松
編
纂
　
鳥
野
幸

次
　
折
口
信
夫
補
訂
『
新
制
中
等
新
国
文

巻
四
』
（
現
在
の
中
学
二
年
後
期
）
　
（
昭
和
十
二

年
版
）
　
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
漢
字
、
送
り

仮
名
は
原
文
通
り
。
読
み
仮
名
は
、
適
宜
新

た
に
加
へ
た
。
〕

氷

川

滑

話

　

　

　

　

　

　

勝

　

海

　

舟

世
に
慶
す
る
に
は
、
ど
ん
な
難
事
に
出
合
っ
て
も

臆
し
て
は
い
け
ぬ
。
「
さ
あ
、
何
で
も
来
い
。
お
れ

の
髄
が
ね
ぢ
れ
る
な
ら
、
ね
ぢ
つ
て
見
よ
。
」
　
と
い

ふ
料
簡
で
行
く
が
よ
い
。
さ
う
す
れ
ば
、
難
事
が
到

来
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
面
白
み
が
つ
い
て
来
て
、
物
事

は
造
作
も
な
く
落
着
し
て
し
ま
ふ
も
の
だ
。
何
で

も
大
晦
に
か
ゝ
ら
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
ど
う
し
よ
う

か
、
か
う
し
よ
う
か
と
躊
躇
す
る
や
う
に
な
っ
て
は

も
う
い
か
ぬ
。
若
し
一
度
で
出
来
な
け
れ
ば
、
何
度

で
も
出
来
る
ま
で
や
り
通
す
。
兎
角
世
間
の
人
は
、

事
業
の
成
就
す
る
前
に
、
は
や
根
気
が
轟
き
て
疲
れ

て
し
ま
ふ
か
ら
、
大
事
が
出
来
ぬ
の
だ
。
確
乎
た
る

方
針
を
立
て
決
然
た
る
自
信
に
よ
っ
て
、
知
己
を
千

載
の
下
に
求
む
る
覚
悟
で

ど
の
知
己
が
出
来
る
も
の

だ
。
国
々
た
る
世
間
の
毀

馨
褒
舷
を
気
に
す
る
や
う

で
は
到
底
仕
方
が
な
い
。

そ
こ
に
行
く
と
、
西
郷
南

洲
な
ど
は
ど
れ
程
大
き
か

西
郷
南
洲
曾
像

進
ん
で
行
け
ば
、
何
時
し

か
赤
心
の
貫
徹
す
る
時
機

が
来
て
、
こ
れ
ま
で
敵
現

し
て
居
た
人
の
中
に
も
互

に
肝
胞
を
吐
露
し
あ
ふ
ほ

・家鬱
勝
海
舟
曾
像

つ
た
か
分
ら
ぬ
。
高
輪
の
一
談
判
で
自
分
の
意
見
を

容
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
江
戸
全
市
鎮
撫
の
大
任
ま

で
一
切
自
分
に
任
せ
て
少
し
も
疑
は
ぬ
。
昨
日
ま
で

敵
味
方
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
何
虞
へ
か
忘
れ
て

し
ま
っ
た
や
う
だ
。
其
の
度
胸
の
大
き
い
こ
と
は
自

分
も
ほ
と
〈
感
心
し
た
。

官
軍
が
品
川
ま
で
押
し
寄
せ
て
来
て
、
今
に
も
江

戸
城
に
攻
め
入
ら
う
と
す
る
際
に
、
西
郷
は
自
分
が

出
し
た
唯
一
本
の
手
紙
で
、
芝
、
田
町
薩
摩
屋
敷
ま

で
そ
の
談
判
に
や
っ
て
来
た
。
皆
目
、
自
分
は
羽
織

袴
で
馬
に
騎
っ
て
、
従
者
を
一
人
連
れ
た
の
み
で
出

掛
け
た
。
ま
づ
一
室
へ
案
内
さ
れ
て
暫
く
待
っ
て
居

る
と
、
西
郷
は
庭
の
方
か
ら
、
古
洋
服
に
薩
摩
風
の

下
駄
を
は
い
て
、
例
の
熊
次
郎
と
い
ふ
忠
僕
を
従

へ
、
平
気
な
顔
で
出
て
来
た
。

「
こ
れ
は
遅
刻
し
ま
し
て
誠
に
失
躍
。
」
と
挨
拶
を

し
な
が
ら
座
敷
に
通
っ
た
。
其
の
様
子
は
少
し
も
一

大
事
を
眼
前
に
控
へ
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
か
っ

た
。
さ
て
愈
÷
談
別
に
な
る
と
、
西
郷
は
自
分
の
い

ふ
こ
と
を
一
々
信
用
し
て
く
れ
、
其
の
間
に
一
難
の

疑
念
を
も
挟
ま
な
い
。
「
色
々
む
づ
か
し
い
議
論
も

あ
り
ま
せ
う
が
、
私
は
一
身
に
か
け
て
御
引
受
し
ま

す
。
」
　
と
か
う
い
ふ
の
だ
。
西
郷
の
こ
の
一
言
で
江

戸
百
帯
の
生
轟
も
、
そ
の
生
命
と
財
産
と
を
保
つ
こ
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育教の京東

と
が
出
来
、
徳
川
氏
も
亦
そ
の
杜
複
を
保
つ
こ

と
を
得
た
の
だ
。
若
し
こ
れ
が
他
人
で
あ
っ
た
ら
、

「
い
や
貴
様
の
い
ふ
事
は
自
家
撞
着
だ
。
」
と
か
、
「
言

行
不
一
致
だ
。
」
　
と
か
、
「
津
山
の
暴
徒
が
あ
の
通
り

庭
々
に
屯
集
し
て
居
る
の
に
、
恭
順
の
賢
が
何
庭
に

あ
る
。
」
　
と
か
、
色
々
喧
し
く
責
め
立
て
る
に
邁
ひ

な
い
。
さ
う
す
る
と
、
談
別
は
忽
ち
破
裂
だ
。
併
し

西
郷
は
流
石
に
そ
ん
な
野
暮
は
い
は
な
い
。
よ
く
大

局
を
達
観
す
る
明
と
大
事
に
廃
す
る
断
と
を
も
つ
て

ゐた。談
判
が
ま
だ
始
ま
ら
な
い
う
ち
か
ら
、
相
野
な
ど

と
い
ふ
豪
傑
連
は
、
大
勢
次
の
間
に
来
て
、
穎
か
に

様
子
を
覗
っ
て
居
る
。
薩
摩
屋
敷
の
近
傍
に
は
官
軍

の
兵
隊
が
ひ
し
I
－
と
詰
め
か
け
て
居
る
。
賓
に
殺

気
陰
々
と
し
て
、
物
凄
い
程
で
あ
っ
た
。
然
る
に
西

櫛
は
泰
然
と
し
て
、
あ
た
り
の
光
景
は
少
し
も
眼
に

入
ら
ぬ
も
の
の
如
く
、
談
判
を
終
へ
て
か
ら
、
自
分

を
門
の
外
ま
で
見
送
っ

た
。
自
分
が
門
を
出
る

と
、
近
傍
の
街
々
に
屯

集
し
て
居
た
兵
隊
は
ど

っ
と
一
時
に
押
寄
せ
て

来
た
が
、
自
分
が
西
郷

に
送
ら
れ
て
立
っ
て
居

る
の
を
見
て
、
一
同
恭

し
く
捧
銃
の
敬
薩
を
行

った。此
の
時
、
自
分
が
殊

に
感
心
し
た
の
は
、
西

郷
が
自
分
に
劃
し
て
幕

府
の
重
臣
た
る
だ
け
の
敬
薩
を
失
は
ず
、
談
判
の
時

に
も
始
終
座
を
正
し
て
、
手
を
膝
の
上
に
載
せ
、
少

し
も
敗
軍
の
蹄
を
遇
す
る
と
い
ふ
や
う
な
風
が
見
え

な
か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
度
量
の
大
き
い
こ
と
は
い

は
ゆ
る
天
空
海
潤
で
、
見
識
ぶ
る
な
ど
い
ふ
こ
と
は

固
よ
り
少
し
も
な
か
っ
た
。
知
識
の
難
に
於
て
は
或

事
柄
は
自
分
の
方
が
上
で
、
外
囲
の
事
情
な
ど
は
却

っ
て
自
分
が
話
し
て
聞
か
せ
た
位
だ
つ
た
が
、
そ
の

気
臆
の
大
き
い
こ
と
に
至
っ
て
は
、
絶
倫
と
い
ふ
べ

く
、
議
論
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

－　（氷川清話）　－

（原話）

勝
海
舟
　
名
は
安
芳
（
ヤ
ス
ヨ
シ
）
。
雷
幕
臣
。
海
軍

卿
。
植
密
顧
問
官
。
伯
爵
。
明
治
三
十
二
年
襲
。

年
七
十
七
。

西
郷
南
洲
　
名
は
隆
盛
。
明
治
維
新
の
元
勲
。
前
参

議
。
陸
軍
大
将
。
明
治
十
年
残
、
年
五
十
一
。

高
輪
　
東
京
市
芝
匝
高
輪
に
あ
り
し
薩
摩
屋
敷
を
指

す
。
（
編
集
者
注
　
芝
匿
は
昭
和
二
十
二
年
新
た
な

行
政
区
と
し
て
旧
麻
布
匿
、
赤
坂
匠
と
合
併
し
港

区
と
な
っ
た
）
。

品
川
　
東
京
市
品
川
区
。
東
海
道
口
。
（
編
集
者
注

現
在
の
品
川
駅
周
辺
は
港
区
）
。

相
野
　
名
は
利
秋
。
鹿
鬼
島
の
人
。
西
南
役
の
勇
将
。

明
治
十
年
、
城
山
に
討
死
す
。

元
台
湾
総
統
李
登
輝
氏
帰
幽

元
台
湾
総
統
で
、
台
湾
民
主
化
の
指
導
者
で
あ
っ

の
台
湾
訪
問
の
際
に
は
、
李
登
輝
先
生
と
の
面
会
が

叶
ひ
、
直
接
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
佐
藤
記
）

日
本
教
師
会
教
育
研
究
大
会
に
つ
い
て

本
年
度
の
大
会
は
今
年
十
二
月
の
予
定
で
し
た

が
、
武
漢
発
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社
会
混
乱
の
為
、
令

和
三
年
十
二
月
に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
紀

要
　
「
日
本
の
教
育
」
　
は
代
替
論
集
と
し
て
発
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。
原
稿
締
切
は
八
月
末
で
す
。

し
　
た
李
登
輝
氏
が
、
七
月
三
十
日
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

お
願
い

一
、
会
費
納
入

年
額
　
二
千
円

口
座
　
「
み
ず
ほ
銀
行
」
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店

店
番
号
　
7
4
3
　
普
通
預
金
　
1
3
3
0
1
5
0

名
義
　
佐
藤
健
二

二
、
原
稿
募
集

「
東
京
の
教
育
」
　
へ
の
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

字
数
は
三
千
字
程
度
迄
で
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

し
こ
れ
よ
り
長
い
も
の
は
数
次
に
分
け
て
掲
載
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

仮
名
遣
い
は
古
典
現
代
い
づ
れ
か
に
統
一
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
写
真
や
図
版
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

送
り
先
は
題
字
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル

の
送
り
先
は
次
の
通
り
で
す
。

事
務
局
ア
ド
レ
ス
　
（
佐
藤
）

k
O
B
a
S
a
h
O
⑧
÷
n
°
．
o
C
n
．
n
e
．
j
p

薩
摩
屋
敷
の
会
見
　
九
十
七
歳
。
日
台
交
流
教
育
会
（
日
本
教
師
会
分
派
）


